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●
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
人
口

ベ
ト
ナ
ム
の
人
口
は
二
〇
一
三
年
一

一
月
に
九
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。
そ

の
う
ち
の
約
七
割
が
農
村
人
口
と
さ
れ

る
。
図
１
の
と
お
り
、労
働
力
人
口（
一

五
歳
以
上
）
も
同
様
の
割
合
で
農
村
に

滞
留
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
の
農
村
と
は
行
政
単

位
上
、
市
や
町
な
ど
は
含
ま
ず
、
最
小

行
政
単
位
の
社
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）
の
大

部
分
を
指
す
。
こ
の
定
義
の
も
と
で
の

農
村
部
に
お
け
る
労
働
力
人
口
が
、
全

労
働
力
人
口
の
七
割
を
占
め
て
い
る
わ

け
だ
。
こ
の
農
村
部
の
労
働
力
人
口
の

割
合
は
、
二
〇
〇
五
年
の
七
四
・
五
％

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
わ
ず
か
ず
つ
減

少
し
六
九
・
七
％
に
な
っ
た
も
の
の
、

二
〇
一
三
年
に
は
六
九
・
九
％
と
上
昇

し
て
い
る
。
他
方
で
、
地
方
の
都
市
化

に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で
農
村
部
で
あ

っ
た
も
の
が
都
市
部
行
政
単
位
に
格
上

げ
さ
れ
た
結
果
、
最
小
行
政
単
位
の
社

数
は
二
〇
一
〇
年
の
九
〇
八
四
か
ら
九

〇
七
〇
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
農
村

部
人
口
の
増
加
現
象
は
ベ
ト
ナ
ム
最
大

の
都
市
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
も
見
ら
れ
る
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
二
〇
〇
五
年
の
農
村

部
の
人
口
の
割
合
は
一
四
・
八
％
で
あ

っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
三
年
は
一
七
・

五
％
と
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
労

働
力
が
農
村
部
か
ら
都
市
部
へ
流
出
す

る
こ
と
な
く
、
農
村
部
に
お
い
て
そ
の

人
口
を
支
え
る
雇
用
が
創
造
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
必

ず
し
も
ベ
ト
ナ
ム
の
「
農
村
部
」
に
余

剰
な
労
働
力
が
豊
富
に
存
在
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
。

ま
た
、
二
〇
一
五
年
の
最
低
賃
金
が

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
四
日
に
決
ま
っ

た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
な
ど
の
都
市
部
で

は
月
収
三
一
〇
万
ド
ン
で
、
前
年
比
一

五
％
増
と
な
っ
た
。
最
も
賃
金
の
低
い

地
域
で
も
、
前
年
比
一
三
％
増
の
二
一

五
万
ド
ン
で
あ
る
。
こ
の
二
〇
一
五
年

の
最
低
賃
金
は
、

二
〇
一
〇
年
の
約

三
倍
前
後
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
で

は
、
物
価
上
昇
率

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

二
〇
〇
八
年
は
一

九
・
九
％
、
二
〇

一
一
年
は
一
八
・

一
％
と
確
か
に
物

価
は
高
騰
し
た
も

の
の
、
二
〇
一
二

年
と
二
〇
一
三
年

は
六
％
台
に
抑
え

て
い
る
。
最
大
都

市
の
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
に
お
い
て
も
、

二
〇
一
一
年
に
物

価
が
前
年
比
一

五
・
九
％
と
高
騰

し
た
も
の
の
、
二

〇
一
二
年
は
四
％
、

二
〇
一
三
年
に
は
五
・
二
％
と
全
国
平

均
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

近
年
の
物
価
上
昇
率
と
最
低
賃
金
の
上

昇
率
を
比
べ
る
と
、
最
低
賃
金
の
上
昇

率
が
物
価
上
昇
率
を
上
回
っ
た
状
態
に

あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
地
方
か
ら

の
出
稼
ぎ
労
働
者
に
と
っ
て
、
都
市
部

周
辺
で
の
生
活
は
こ
の
最
低
賃
金
で
は

到
底
暮
ら
し
て
い
け
な
い
の
が
現
実
だ
。

図１　ベトナムの都市・農村部別労働力人口推移

（出所）Statistical Yearbook of Vietnam 2013 より筆者作成。
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ベトナム農村の非農業就労機会の増加

そ
の
た
め
日
本
企
業
な
ど
の
外
資
系
企

業
が
優
秀
な
ワ
ー
カ
ー
を
募
集
す
る
に

は
、
最
低
賃
金
の
二
倍
程
度
の
賞
与
な

ど
も
含
め
た
賃
金
を
提
示
し
な
け
れ
ば

集
ま
ら
な
い
と
聞
く
。

農
村
部
で
の
収
入
よ
り
は
る
か
に
高

い
収
入
を
得
ら
れ
る
都
市
部
周
辺
の
工

場
就
労
に
労
働
力
が
集
ま
ら
な
い
。
農

村
部
に
何
が
あ
る
の
か
。
一
つ
に
は
、

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
特
に
地
方
農
村
部

に
分
散
配
置
が
加
速
し
た
工
業
団
地
の

開
発
で
あ
ろ
う
。
工
業
団
地
は
外
国
投

資
の
受
け
皿
と
な
っ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
外
国
投
資
の
五
割
、
製
造
業
に

限
れ
ば
約
八
割
が
工
業
団
地
に
投
資
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
六
月
ま
で
に

二
九
三
の
工
業
団
地
が
全
国
で
承
認
さ

れ
、
そ
の
総
面
積
は
八
万
二
七
〇
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

実
際
に
企
業
が
入
居
し
て
い
る
面
積
は

全
体
の
四
七
％
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、

ほ
ぼ
全
て
の
省
・
市
に
こ
の
工
業
団
地

は
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
工

業
団
地
開
発
に
よ
っ
て
、
全
国
で
約
二

〇
〇
万
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
に
は
海
外
就
労
が
考
え
ら
れ
る
。

農
村
部
か
ら
直
接
海
外
に
労
働
力
が
流

出
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
一
月
か
ら

一
〇
月
で
九
万
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。

こ
の
海
外
就
労
の
源
泉
も
ベ
ト
ナ
ム
農

村
部
出
身
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一

つ
の
要
因
と
し
て
、
近
年
の
「
新
農
村

建
設
事
業
」
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事

業
は
「
農
村
」
の
総
合
的
基
盤
整
備
事

業
で
、
中
央
政
府
主
導
に
よ
っ
て
全
国

で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
三
つ
の
要
因
に
つ
い
て

詳
し
く
見
て
み
た
い
。

●
工
業
団
地
の
地
方
分
散

⑴
工
業
団
地
の
概
要

ベ
ト
ナ
ム
の
工
業
団
地
開
発
は
一
九

九
一
年
か
ら
始
ま
る
。
当
初
こ
そ
、
思

惑
ど
お
り
に
外
資
導
入
は
進
ま
ず
、
輸

出
加
工
区
や
工
業
団
地
の
開
発
も
滞
っ

た
も
の
の
、
翌
一
九
九
二
年
に
日
本
の

対
越
援
助
が
再
開
さ
れ
、
一
九
九
五
年

に
は
ア
メ
リ
カ
と
の
国
交
正
常
化
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
な
ど
対
外
的
な
開
放
政

策
が
着
実
に
実
を
結
び
、
一
九
九
六
年

だ
け
で
一
二
の
工
業
団
地
の
開
発
が
認

可
さ
れ
た
。

初
期
の
輸
出
加
工
区
お
よ
び
工
業
団

地
開
発
は
、
第
一
号
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

に
あ
る
台
湾
系
資
本
に
よ
る
タ
ン
ト
ゥ

ア
ン
輸
出
加
工
区
を
は
じ
め
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
の
北
に
隣
接
す
る
ド
ン
ナ
イ
省

の
タ
イ
系
資
本
の
ア
マ
タ
工
業
団
地
、

ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
日
系
ノ
ム
ラ
・
ハ
イ

フ
ォ
ン
工
業
団
地
な
ど
の
外
資
系
工
業

団
地
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
資
本
に
よ
る

工
業
団
地
が
ハ
ノ
イ
市
お
よ
び
そ
の
周

辺
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
中
心
に
開
発
さ

れ
た
。

一
九
九
七
年
に
開
発
許
可
を
受
け
た

二
一
の
工
業
団
地
の
う
ち
、
半
数
の
工

業
団
地
が
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
や
ダ
ナ
ン
市
、

フ
ー
ト
省
な
ど
地
方
で
の
開
発
案
件
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
外
資
の
動
向
に
左

右
さ
れ
る
形
で
、
工
業
団
地
の
開
発
そ

の
も
の
が
再
び
停
滞
す
る
も
の
の
、
二

〇
〇
〇
年
以
降
徐
々
に
回
復
し
て
い
く
。

回
復
す
る
に
と
も
な
い
、
地
方
で
の
工

業
団
地
開
発
計
画
も
急
増
し
、
二
〇
〇

三
年
以
降
毎
年
一
〇
件
以
上
の
案
件
が

地
方
農
村
部
で
開
発
認
可
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
全
国
六
四
の
省
・
市

の
う
ち
六
三
の
省
・
市
に
工
業
団
地
が

整
備
さ
れ
、
二
〇
〇
万
人
あ
ま
り
の
労

働
力
を
吸
収
し
て
い
る
。

⑵
ハ
イ
ズ
オ
ン
省

ハ
ノ
イ
か
ら
国
道
五
号
線
を
通
っ
て

東
に
約
五
〇
キ
ロ
、
車
で
一
時
間
程
度

の
距
離
に
位
置
す
る
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
で

は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
工
業
団
地
が

整
備
さ
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
の
産
業
別

就
労
構
造
は
、
農
林
水
産
業
に
就
く
者

が
七
割
を
占
め
て
い
た
。
当
時
、
同
地

域
は
海
外
就
労
が
盛
ん
な
地
域
と
し
て

有
名
で
あ
っ
た
。
現
地
報
道
（Thoi 

Bao Kinh Te
紙
二
〇
〇
三
年
八
月
六

日
付
）
で
も
、
ロ
シ
ア
や
ド
イ
ツ
、
韓

国
な
ど
に
労
働
者
を
派
遣
し
、
荒
廃
し

て
い
た
街
を
復
興
さ
せ
た
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
記
事
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〇
三
年
当
時
、
同
省
ナ
ム
サ
ッ
ク

の
町
の
一
二
％
の
世
帯
で
海
外
就
労
し

て
い
る
世
帯
員
が
あ
り
、
毎
月
二
〇
〇

〇
米
ド
ル
を
家
族
に
送
金
し
て
い
た
者

も
い
た
と
あ
る
。
そ
こ
に
、
工
業
団
地

が
開
発
さ
れ
、
企
業
が
進
出
し
、
二
〇

一
一
年
末
ま
で
に
約
五
万
人
の
労
働
力

を
吸
収
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
労

働
力
の
約
八
割
は
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
出
身

者
で
、
残
り
の
二
割
は
周
辺
の
タ
イ
グ

エ
ン
省
や
ト
ゥ
エ
ン
ク
ア
ン
省
な
ど
で

あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
開
発
許
可
が
下

り
た
、
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
ナ
ム
サ
ッ
ク
県

に
あ
る
ナ
ム
サ
ッ
ク
工
業
団
地
に
お
い

て
二
〇
一
二
年
に
筆
者
が
調
査
を
行
っ

た
。
調
査
時
点
の
同
工
業
団
地
に
就
労

す
る
労
働
者
数
は
約
一
万
三
五
〇
〇
人

で
、
約
七
割
が
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
の
出
身

者
で
あ
り
、
自
宅
か
ら
の
通
勤
型
就
労

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
調
査
票
に
よ
る

調
査
で
は
、
七
五
％
の
労
働
者
の
親
世

代
は
農
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
も
わ

か
っ
た
。
そ
し
て
、
学
校
卒
業
後
、
農

業
に
就
か
ず
、
非
農
業
就
労
に
直
接
入

っ
た
労
働
者
が
八
割
強
あ
っ
た
。

こ
の
工
業
団
地
以
外
に
も
二
〇
〇
三

年
に
開
発
が
認
可
さ
れ
た
主
要
な
工
業

団
地
が
周
辺
に
三
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
を

あ
わ
せ
た
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
の
全
工
業
団
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地
に
就
労
す
る
労
働
者
数
が
五
万
人
と

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
ナ
ム
サ
ッ
ク
工

業
団
地
で
の
調
査
の
結
果
を
参
照
す
れ

ば
、
二
〇
〇
五
年
頃
を
境
に
ハ
イ
ズ
オ

ン
省
内
で
農
業
就
労
か
ら
非
農
業
就
労

へ
の
転
換
が
急
速
に
お
こ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

⑶
小
規
模
工
業
団
地

こ
の
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
の
従
業
者
規
模

別
事
業
所
従
業
者
数
（
ハ
イ
ズ
オ
ン
省

統
計
局
企
業
統
計
資
料
）
の
二
〇
〇
五

年
と
二
〇
一
〇
年
を
比
較
す
る
と
、
二

〇
〇
人
か
ら
二
九
九
人
規
模
の
事
業
所

の
従
業
者
数
が
二
倍
に
、
二
〇
人
か
ら

二
九
人
規
模
で
も
二
・
八
倍
に
、
ま
た

一
人
か
ら
四
人
の
ご
く
小
規
模
な
事
業

所
で
も
二
・
三
倍
に
従
業
者
数
が
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
省
内
に
お
い
て

こ
の
間
、
中
小
規
模
事
業
者
の
雇
用
が

拡
大
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
か

で
も
、
中
小
規
模
の
製
造
業
の
受
け
皿

と
な
っ
て
い
る
の
が
小
規
模
工
業
団
地

だ
。
外
資
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
工

業
団
地
の
発
展
と
同
時
に
国
内
企
業
向

け
の
小
規
模
工
業
団
地
の
存
在
も
、
農

村
部
の
雇
用
創
造
に
は
重
要
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
小
規
模
工
業
団
地
と
は
、
二

〇
〇
〇
年
以
降
、
各
地
に
あ
っ
た
小
規

模
な
手
工
業
な
ど
の
集
積
地
を
、
二
〇

〇
九
年
に
小
規
模
工
業
団
地
と
し
、
工

業
区
域
を
定
め
、
最
大
七
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
ま
で
の
手
工
業
や
中
小
企
業
が
入
居

す
る
区
画
と
し
て
整
理
統
合
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
前
記
の
外
資
誘
致
の

受
け
皿
を
目
指
し
た
工
業
団
地
と
区
別

さ
れ
、
商
工
省
の
管
理
の
下
で
各
地
方

が
独
自
に
開
発
計
画
を
進
め
て
い
る
。

二
〇
〇
九
年
末
の
時
点
で
全
国
に
一
八

七
二
の
小
規
模
工
業
団
地
の
開
発
が
計

画
さ
れ
、
そ
の
全
敷
地
面
積
は
工
業
団

地
の
面
積
に
匹
敵
す
る
七
万
六
五
二
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
る
。

ハ
イ
ズ
オ
ン
省
で
も
、
二
〇
一
二
年

段
階
で
三
〇
も
の
小
規
模
工
業
団
地
が

開
発
さ
れ
、
外
資
系
企
業
二
三
社
を
含

む
三
〇
九
の
事
業
所
が
入
居
し
て
い
る
。

大
半
は
ベ
ト
ナ
ム
企
業
で
、
一
五
の
個

人
（
家
族
）
事
業
所
も
含
ま
れ
て
い
る
。

先
の
従
業
者
規
模
別
事
業
所
従
業
者
数

の
小
規
模
事
業
所
の
受
け
皿
と
し
て
こ

の
小
規
模
工
業
団
地
の
発
展
が
考
え
ら

れ
る
。

●
海
外
就
労

労
働
力
が
農
村
に
滞
留
す
る
二
つ
目

の
要
因
と
し
て
海
外
就
労
が
考
え
ら
れ

る
。
出
身
農
村
部
に
戸
籍
を
残
し
た
ま

ま
、
海
外
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
こ
と
で
、

戸
籍
上
は
農
村
部
に
留
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
現
在
の
民
間

に
よ
る
海
外
就
労
制
度
は
、
こ
れ
ま
で

の
政
府
間
協
約
に
よ
る
労
働
者
の
送
り

出
し
制
度
か
ら
一
九
九
一
年
に
移
行
し

た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
の
海
外

へ
の
労
働
者
の
送
り
出
し
数
は
、
八
万

九
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
半
数
以

上
の
四
万
六
〇
〇
〇
人
を
台
湾
へ
送
り

出
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
次
い
で
、

日
本
へ
約
一
万
人
、
マ
レ
ー
シ
ア
へ
七

五
〇
〇
人
、
韓
国
へ
五
四
〇
〇
人
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
海
外
就
労
に
送
り
出

さ
れ
る
労
働
者
の
約
七
割
が
農
村
部
の

出
身
だ
。
海
外
就
労
を
管
理
す
る
労
働

傷
病
兵
社
会
省
海
外
就
労
管
理
局
の
二

〇
一
一
年
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
北
中
部

地
域
の
ゲ
ア
ン
省
と
タ
イ
ン
ホ
ア
省
、

ハ
ー
テ
ィ
ン
省
か
ら
の
送
り
出
し
で
全

体
の
三
割
を
占
め
て
い
る
。

現
在
、
海
外
就
労
の
多
い
ゲ
ア
ン
省

や
タ
イ
ン
ホ
ア
省
は
、
工
業
団
地
も
十

分
に
発
展
し
て
お
ら
ず
、
非
農
業
就
労

機
会
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
並
び
に
そ
の
周

辺
の
工
業
団
地
へ
の
遠
距
離
出
稼
ぎ
か
、

海
外
へ
職
を
求
め
る
ほ
か
な
い
。ホ
ー
・

チ
・
ミ
ン
の
生
地
と
し
て
も
有
名
な
ゲ

ア
ン
省
ナ
ム
ダ
ン
県
で
の
二
〇
一
〇
年

の
筆
者
の
調
査
で
は
、
県
の
労
働
力
人

口
の
七
割
は
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、

海
外
へ
の
就
労
は
毎
年
一
〇
〇
〇
人
程

度
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
台
湾
と
マ
レ

ー
シ
ア
、
韓
国
で
あ
っ
た
。
国
の
政
策

で
、
貧
困
層
や
支
援
対
象
家
族
、
功
労

者
世
帯
員
に
対
す
る
海
外
就
労
支
援
が

あ
り
、
ナ
ム
ダ
ン
県
か
ら
も
二
〇
〇
人

近
く
が
こ
の
支
援
に
よ
っ
て
海
外
に
就

労
し
て
い
た
。

二
〇
一
三
年
か
ら
は
、
こ
の
一
般
的

な
海
外
就
労
に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
と
日

本
へ
の
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護
師
の
海
外
送

り
出
し
も
は
じ
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
は

毎
年
一
〇
〇
人
、
日
本
に
は
第
一
陣
が

一
五
〇
人
、
第
二
陣
が
一
八
〇
人
と
、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
日
本
語
研
修
・
試
験
を

経
て
送
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
海
外
送
り
出
し
労
働

力
と
は
階
層
が
異
な
る
看
護
師
の
海
外

送
出
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
海
外
就
労
機
会

の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
海

外
へ
送
り
出
さ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護

師
の
出
身
地
に
つ
い
て
、
日
本
へ
送
り

出
さ
れ
る
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
候
補

生
第
二
陣
の
公
開
さ
れ
た
受
験
者
・
合

格
者
情
報
か
ら
、
ハ
ノ
イ
市
出
身
者
を

中
心
に
、
タ
イ
ン
ホ
ア
省
や
バ
ッ
ク
ザ

ン
省
、
ゲ
ア
ン
省
な
ど
の
北
部
地
方
農

村
部
出
身
が
多
く
い
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
る
。

●
新
農
村
建
設
事
業

三
つ
目
に
「
新
農
村
建
設
事
業
」
が

考
え
ら
れ
る
。
最
近
少
し
農
村
に
入
る

と
至
る
所
に
「
新
農
村
建
設
」
と
書
か

れ
た
看
板
を
目
に
す
る
。
こ
れ
は
、
第

一
〇
期
党
中
央
執
行
委
員
会
第
七
回
会
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議
に
お
い
て
国
民
経
済
に
お
け
る
農

業
・
農
民
・
農
村
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
、
新
農
村
建
設
の
取
組
み
で
あ
る
。

新
農
村
建
設
と
は
、
農
村
の
総
合
的
な

基
盤
整
備
事
業
で
、
文
明
的
・
衛
生

的
・
近
代
的
な
社
会
基
盤
を
整
え
、
農

業
生
産
が
市
場
経
済
に
沿
っ
て
発
展
し
、

農
村
住
民
の
生
活
の
向
上
に
つ
な
げ
る

こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
た
も
の
だ
。
二

〇
〇
九
年
よ
り
新
農
村
建
設
パ
イ
ロ
ッ

ト
モ
デ
ル
事
業
中
央
委
員
会
に
よ
っ
て

全
国
一
一
の
社
に
お
い
て
一
九
の
指
標

を
満
た
す
新
し
い
農
村
建
設
に
取
り
組

ん
だ
。
こ
の
一
九
の
指
標
の
ひ
と
つ
に
、

生
産
性
の
向
上
並
び
に
収
入
の
向
上
、

就
労
構
造
の
移
行
が
あ
る
。

一
一
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
の
ひ
と
つ

に
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
ク
ー
チ
ー
県
に
あ

る
タ
ン
・
ト
ン
・
ホ
イ
社
が
あ
る
。
二

〇
一
二
年
一
一
月
に
筆
者
が
訪
れ
た
同

社
は
フ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
カ
イ

元
首
相
の
地
元
で
、
市
中
心
部

か
ら
西
に
車
で
一
時
間
程
度
の

距
離
に
位
置
す
る
。
人
口
は
三

万
人
で
、
農
業
従
事
者
の
割
合

は
同
事
業
に
取
り
組
む
前
の
二

〇
〇
八
年
に
は
三
三
・
六
％
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
末
に

は
一
四
・
八
％
に
減
少
し
た
。

そ
れ
は
、
当
初
五
四
の
事
業
所

し
か
社
内
に
な
か
っ
た
も
の
が
、

三
年
後
に
は
一
四
五
の
事
業
所

が
で
き
、
農
業
就
労
か
ら
非
農

業
就
労
へ
転
換
さ
れ
た
結
果
で

あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
七
〇
〇

人
か
ら
九
〇
〇
人
規
模
の
事
業

所
が
二
社
設
立
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
い
。
こ
の
タ
ン
・
ト
ン
・

ホ
イ
社
は
、
最
終
的
に
そ
の
他

の
指
標
も
満
た
し
、
中
央
委
員

会
よ
り
「
新
農
村
」
と
し
て
認

定
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
二
〇
一
四
年

末
で
全
国
に
七
八
五
の
社
が「
新
農
村
」

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

九
〇
〇
〇
万
人
の
人
口
を
抱
え
る
ベ

ト
ナ
ム
で
あ
る
が
、
農
村
部
で
の
「
余

剰
労
働
力
」
は
、
必
ず
し
も
豊
富
と
は

い
え
な
い
。
統
計
上
の
農
村
部
に
滞
留

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
労
働
力
が
就

労
機
会
を
求
め
て
大
量
に
都
市
部
へ
流

入
し
て
い
な
い
。
そ
の
要
因
は
、
地
方

農
村
部
で
の
非
農
業
就
労
機
会
の
増
加

に
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き

た
と
お
り
だ
。
第
一
に
、
工
業
団
地
の

地
方
へ
の
分
散
に
よ
っ
て
外
資
を
含
む

企
業
の
地
方
へ
の
進
出
が
促
進
さ
れ
、

周
辺
農
村
部
か
ら
通
勤
型
の
雇
用
が
増

加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、
小
規

模
工
業
団
地
の
発
展
は
、
中
小
規
模
の

地
場
産
業
の
集
積
地
と
な
り
、
工
業
団

地
同
様
に
、
周
辺
農
村
部
か
ら
の
労
働

力
を
吸
収
し
て
い
る
。

次
に
、
海
外
へ
の
就
労
も
農
村
部
の

就
労
機
会
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

特
に
、
工
業
団
地
の
発
展
が
遅
れ
て
い

る
地
域
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
な
ど
へ
遠

距
離
出
稼
ぎ
か
、
海
外
就
労
の
選
択
肢

し
か
な
い
。
そ
こ
に
、
新
た
に
看
護
師

と
し
て
海
外
へ
就
労
す
る
道
が
加
わ
っ

た
。
農
村
部
出
身
者
に
と
っ
て
は
、
非

農
業
就
労
の
機
会
が
更
に
増
加
し
た
。

そ
し
て
、
国
が
力
を
入
れ
て
い
る
新
農

村
建
設
事
業
に
よ
っ
て
も
、
農
村
内
部

で
の
非
農
業
就
労
機
会
の
創
出
が
な
さ

れ
て
い
る
。

か
か
る
農
村
部
に
お
け
る
各
種
就
労

機
会
の
増
加
は
、
海
外
就
労
を
除
い
て

労
働
者
が
自
宅
な
い
し
出
身
地
域
か
ら

通
勤
可
能
な
就
労
形
態
を
取
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て

重
要
な
職
業
選
択
の
要
素
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
で
、
日
本
企
業
な
ど
外
資
製
造

業
は
、
ハ
ノ
イ
市
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
並

び
に
そ
の
周
辺
に
集
積
す
る
傾
向
に
あ

る
。
こ
れ
ら
大
都
市
部
へ
、
地
方
農
村

部
か
ら
労
働
者
を
吸
収
す
る
に
は
、
ま

す
ま
す
賃
金
が
負
担
と
な
っ
て
く
る
。

単
な
る
低
賃
金
労
働
者
を
目
指
し
た
労

働
集
約
的
産
業
分
野
の
投
資
は
、
今
後

さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
あ
れ
ば
都

市
部
か
ら
地
方
農
村
部
へ
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
よ
り
賃
金
の
安
い
周
辺
国
へ
と
広

が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
付
記
）
本
稿
の
内
容
は
す
べ
て
筆
者

自
身
の
観
点
に
基
づ
く
私
見
で
あ
り
、

筆
者
が
所
属
す
る
機
関
の
意
見
を
何
ら

代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
に
い
み　

た
つ
や
／
在
ホ
ー
チ
ミ
ン
日

本
国
総
領
事
館
専
門
調
査
員
）

「農業農村開発省若手職員が力を合わせて新農村建設」（2012 年 10 月 11日　筆者撮影）


